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平成 28年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

所沢図書館

 一般奉仕・児童奉仕・資料

■ 自治事務

①事務事業名
担
当
部
課

部課コード 810700 ℡ 2995-6311

事業コード
図書館利用推進事業

810701

開始年度　　　昭和 ３９年度 → 終了年度　　　平成

□

年度 ｸﾞﾙｰﾌﾟ

分野別計画・指針 所沢市図書館ビジョン 図書館法、所沢市立所沢図書館設置条例、
同施行規則

□ 法定受託＋附加 根拠法令
②
事
業
の
概
要

事業の種別

節 社会教育

法定受託事務

対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数

関連・類似事業

総合計画の体系 章 教育・文化・スポーツ

728,635 人

基本
方針

図書館機能の充実

事業開始の背景 　図書館法に基づき、昭和３９年に所沢図書館を設置し、所沢図書館設置条例及び同施行規則により事業を開始する。

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

市民に、図書館に親しみをもって有効に利用してもらうため、インターネット及び広報等で情報を広く提供し、読書活動の推進及び利用の拡大を図る。

　主に市内に居住又は通勤・通学する者、及びダイアプラン３市（飯能市、狭山市、入
間市）に居住する者 平成 27年度 726,493 人

単位
平成 26年度

事業の具体的な内容及び実施方法

・図書館のホームページ、「今月の図書館」等広報紙を発行し、図書館の事業や利用案内等の情報を利用者に周知する。
・講演・講座、図書館まつり（年１回）等の催しを開催する。
・季節やテーマに応じた、図書資料の紹介・展示を行う。
・他の公共施設や地域に対し共同事業等を実施し、連携を図る。

≪会計種別≫ 一般会計 平成 26 年度 （千円） 平成 27 年度 （千円） 平成 28 年度 （千円）

④
経
　
費

予算現額 11,807 11,432 11,563

決　　　算　（見込み含む） 11,222 11,293

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員） （ 0.20人） （ 5.70人） （ 0.20人） （ 5.70人） ※「財源内訳」について

正規職員人件費 4.85人 42,297 4.90人 42,733 平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。

事業費合計 53,519 54,026

11,563

国・県支出金 0 0 0

その他（　　　　　　　　　　）

⑤
実
績

項目名 項目説明 単位

財
源
内
訳

一般財源 53,519 54,026

Ｈ 26 Ｈ 27 H28見込み

） 0 0 0

活動実績

登録者総数
前年の登録者総数＋年間登録者数－年
間抹消者数

人 117,071

年間貸出利用者数 人 600,199 593,789 600,500

将来目標

116,021 117,050 140,000

点

700,000

貸出数 年間貸出数 点 1,732,637 1,725,659 1,742,800 1,880,000

貸出利用者数

将来目標 
 
⑥
成
果

　 項目名 項目説明 単位

成果指標 人口１人当たりの貸出数 年間貸出数÷年度の人口

100

Ｈ 26 Ｈ 27 H28目標値

5 5

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る

「実績」
縮小図る

実 績 5 5

目標値 5 5

次年度予算

どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています ％ 達成率 100

図書館への興味・関心を喚起する魅力ある事業の展開、広報活動への積極的
な取り組みを通じ、利用促進を図る必要がある。

終了

拡大

目標達成状況

継続

⑦
改
善
点

⑧
評
　
　
　
　
価

評
価

今
後
の

方
向
性

事業実施方法
(複数選択可）

縮小

現状
維持

理由

改善・
効率化

現状
維持

その
他

理由

効果的に図書館への関心を喚起するため、講演会・講座の内容を充実し、広
報紙等を通じ、関連施設や地域に働きかける必要があるため。

(1)平成28年度に取り組んでいる状況 (2)今後の方向性

・高齢者福祉施設へＰＲに出向き、高齢者層に向けたおはなし会などの行事に積極的
に取り組み、地域連携の促進に努める。他課との連携により、関連図書の展示や各種配布物の設置配布等を
行い、利用者への情報提供を図る。
・図書館ホームページでのレファレンス事例公開や、パスファインダー（調べもの案内）を発行することにより、
レファレンスサービスの周知・利用促進を図る。
・市民実行委員による「図書館まつり」を秋期に実施し、図書館事業の周知と集客を図る。

現在実施している事業の拡充に努め、非来館型サービス及び高齢者社会
に向けたサービスへのさらなる取り組みについて検討していき、魅力ある図
書館づくりを目指す。

拡大 縮小

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

利用案内等の配布

評価日 平成28年8月19日 評価者職氏名 図書館長　中村　まさみ

規制を受ける環境法令等 無

緊急事態 無

・「今月のとしょかん」、「図書館だより  いずみ」などの広報紙の発行、ホームページへの情報掲載な
どにより、図書館事業の周知に努めた。
・文化講座「武蔵武士　畠山重能・重忠とその時代」、「文化講演会「『装丁』という仕事－ブックデザイ
ンから本を考える－」、文学講座「現代女性作家論」（２回）、児童文学講演会「物語と出会う～読むこ
とと書くこと」を開催したほか、「大人のおはなし会」を３回開催し、来館者増に向けた取り組みを行っ
た。
・地域包括支援センター等へＰＲに出向き、高齢者福祉施設等と連携し、高齢者層に向けた「出張お
はなし会」の実施回数を増やした。また、他課との連携により、介護の日のイベントへ参加して関連図
書の展示や各種配布物の設置配布等を行い、利用者への情報提供に努めた。
・図書館ホームページでのレファレンス事例公開や、パスファインダー（調べもの案内）を発行したこと
により、レファレンスサービスの周知・利用促進を図った。
・市民実行委員による「図書館まつり」を本館で１２月に開催（分館は秋期に実施）し、図書館事業の周
知と集客を図った。

(2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析(1)平成27年度中に改善した点(改善内容・その結果について記載してください）

⑨
環境
影響

有益な
環境影響

市民の読書活動推進 リサイクル図書等の提供


